
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 トライデントコンピュータ専門学校 
設置者名 学校法人 河合塾学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

工業専門課程 

ゲームサイエン

ス学科 

夜 ・

通信 
2250時間 240時間  

CG スペシャリス

ト学科 

夜 ・

通信 
1290時間 240時間  

高度情報学科 
夜 ・

通信 
1680時間 240時間  

サイバーセキュ

リティ学科 

夜 ・

通信 
1320時間 320時間  

情報処理学科 
夜 ・

通信 
900時間 160時間  

情報キャリアプ

ロ学科 

夜 ・

通信 
1230時間 160時間  

Webデザイン学科 
夜 ・

通信 
750時間 160時間  

CAD学科 
夜 ・

通信 
1410時間 160時間  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

HP にて公開 https://computer.trident.ac.jp/introduction/school_more/ 

学校公開資料・職業実践専門課程 

 

 

 

 

 

https://computer.trident.ac.jp/introduction/school_more/


  

３．要件を満たすことが困難である学科 
学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 トライデントコンピュータ専門学校 
設置者名 学校法人 河合塾学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

HP にて公開 

https://computer.trident.ac.jp/introduction/school_more/ 

学校公開資料・職業実践専門課程 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 弁護士 
2021年 6月 4日～

2023年 6月 3日 

組織運営体制への

チェック機能 

非常勤 会社役員 
2021年 6月 4日～

2023年 6月 3日 

組織運営体制への

チェック機能 

（備考） 

 

  

https://computer.trident.ac.jp/introduction/school_more/


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 トライデントコンピュータ専門学校 

設置者名 学校法人 河合塾学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

・授業計画（シラバス）の作成過程 

トライデント全校共通の教育理念のもと策定された本校の教育目標、教育

方針に基づき、全学科、学科主任・常勤講師を中心に、業界ニーズを反映

したカリキュラムの立案・編成に取り組んでいる。まずカリキュラム編成

の大綱と具体的な方針を決定したあと、各授業担当講師と協議し成案を得

たうえで、授業計画に落とし具体的授業展開に至るプロセスとしている。 

・授業計画の作成・公表時期 

 当校は前期、後期の 2 学期制であり、授業計画の作成については、各学

科長・主任を中心に、カリキュラム内容や教員を選定し、前期授業計画（シ

ラバス）については、4 月 1 日までに学生専用サイトならびに教務課にて

閲覧ファイルを設置。後期授業計画（シラバス）については、同様に 10月

1日までに学生専用サイトならびに教務課にて閲覧ファイルを設置。 

※授業計画の公表について、以下の欄に記載すること 

授業計画書の公表方法 

ホームページにて公開 

https://computer.trident.ac.jp/introduction/school

_more/ 学校公開資料・職業実践専門課程 

2 階教務課カウンターにて閲覧可能 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 

https://computer.trident.ac.jp/introduction/school_more/
https://computer.trident.ac.jp/introduction/school_more/


  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

・単位授与又は履修認定の厳格かつ適正な実施状況（各学生の学修成果に

基づき、あらかじめ認定した成績評価の方法・基準により、厳格かつ適正

に単位授与又は履修認定を実施している） 

学生成績評価に関しては、教務内で評価・認定の基準・指針を制定し、厳

格に実施している。科目ごとに定期試験結果・授業中における小テスト結

果・授業態度・出席状況・提出課題により総合的に評価している。評価は

A・B・C・F の４段階で表示し、F は不可を意味する。成績結果は、学生へ

年２回通知している。 

なお、単位認定に関し、学則上の規定として「企業実習や入社前の研修な

どで、本校の教育に相当する水準を有すると認めたものに関して、総授業

時間数の２分の１を超えない範囲で授業科目の履修とみなす」との特則的

な記述があり、この適用を受ける例もある。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

成績は科目ごとにＡ（優）、Ｂ（良）、Ｃ（可）、Ｆ（不可）の 4 段階

で評価する他、各期と学年ごとにＧＰＡ（Grade Point Average）として評

価し、成績表に付記する。 

このＧＰＡは各種成績優秀学生の表彰や奨学金採用など様々な判断に用

いられる。 

ＧＰＡの計算方法は、各科目の成績評価のそれぞれにグレードポイント

をつけ、それに各単位数をかけて足した合計点を総単位数で割ってスコア

化するものである。 

 ※計算式…（成績評価数値×成績評価取得数×科目単位数）の合計÷

総単位数＝ＧＰＡ 

全てＡ評価の場合、ＧＰＡは 11 になる。 

（Ａ＝11，Ｂ＝7，Ｃ＝4，Ｆ＝0） 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

学生便覧、ホームページにて公開 

https://computer.trident.ac.jp/introduction/school

_more/ 学校公開資料・職業実践専門課程 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 

https://computer.trident.ac.jp/introduction/school_more/
https://computer.trident.ac.jp/introduction/school_more/


  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

卒業年次の 2月中旬に成績ならびに卒業判定会議を実施。 

判定会議出席者は、校長、教務チーフ、各学科主任、各担任で構成し、学科

毎に実施をし、承認している。 

卒業要件については、当年次 30単位以上を取得して、卒業判定会議で承認

されることとしている。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

学生便覧、ホームページにて公開 

https://computer.trident.ac.jp/introduction/s

chool_more/学校公開資料・職業実践専門課程 
 

  

https://computer.trident.ac.jp/introduction/school_more/
https://computer.trident.ac.jp/introduction/school_more/


  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 トライデントコンピュータ専門学校 

設置者名 学校法人 河合塾学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
ホームページにて公開 

https://computer.trident.ac.jp/introduction/school_more/ 

学校公開資料・職業実践専門課程 

収支計算書又は

損益計算書 

ホームページにて公開 

https://computer.trident.ac.jp/introduction/school_more/ 

学校公開資料・職業実践専門課程 

財産目録 
ホームページにて公開 

https://computer.trident.ac.jp/introduction/school_more/ 

学校公開資料・職業実践専門課程 

事業報告書 
ホームページにて公開 

https://computer.trident.ac.jp/introduction/school_more/ 

学校公開資料・職業実践専門課程 

監事による監査

報告（書） 

ホームページにて公開 

https://computer.trident.ac.jp/introduction/school_more/ 

学校公開資料・職業実践専門課程 
 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 
ゲームサイエンス学

科 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 

 

 

昼 
2700 

単位時間／単位 

1170 

単位時間

/単位 

1800 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

2970単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

105人 273人 0人 5人 3 人 8人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）トライデント全校共通の教育理念のもと策定された本校の教育目標、教育方

針に基づき、全学科、学科主任・常勤講師を中心に、業界ニーズを反映したカリキュ

ラムの立案・編成に取り組んでいる。まずカリキュラム編成の大綱と具体的な方針を

決定したあと、各授業担当講師と協議し成案を得たうえで、授業計画に落とし具体的

授業展開に至るプロセスとしている。なお、職業実践専門課程認可学科においては、

教育課程編成委員会における企業・団体等の意見を取り入れ、実務観点を尊重したカ

https://computer.trident.ac.jp/introduction/school_more/
https://computer.trident.ac.jp/introduction/school_more/
https://computer.trident.ac.jp/introduction/school_more/
https://computer.trident.ac.jp/introduction/school_more/
https://computer.trident.ac.jp/introduction/school_more/


  

リキュラム編成と授業計画への反映を重視している。また、学科・専攻の共通科目に

ついては学科間で協議し、履修内容を調整し編成に組み込んでいる。 

成績評価の基準・方法 

（概要）学生成績評価に関しては、教務内で評価・認定の基準・指針を制定し、厳格

に実施している。科目ごとに定期試験結果・授業中における小テスト結果・授業態度・

出席状況・提出課題により総合的に評価している。評価は A・B・C・F の４段階で

表示し、F は不可を意味する。成績結果は、学生へ年２回通知している。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）授業に出席していれば、進級・卒業できるという訳ではない。提出課題、

単位認定にふさわしい授業態度などの評価で単位が認定され、進級・卒業の条件を満

たすことができる。 

1. 進級条件 

当年次に 900時間（30単位）以上取得して、進級判定会議で承認されること。 

2. 卒業条件 

当年次に 900時間（30単位）以上取得して、卒業判定会議で承認されること。 

学修支援等 

（概要）教育システムとして、①キャリアステップ・カリキュラム：社会人としての

基本を学ぶ「ベーシックプログラム」、現場のニーズに応える能力を習得する「専門

科目/基礎講座」、実践的な授業でビジネスの現場を体感する「専門科目/応用・実践

講座」、②個別サポートシステム：担任と相談しながら目標の設定や学習計画を立て、

目標設定を目指す「パーソナル・プランニング」、進捗状況を確認しながらステップ

アップできるように「個別学習サポート」、担任・講師・スタッフが希望業界までナ

ビゲートする「個別就職・資格取得サポート」の２つを柱に学習ＰＤＣＡを実行して

いる。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 64人 

（98.4％） 

0人 

（  0％） 

60人 

（  93.8％） 

4人 

（  6.3％） 

（主な就職、業界等）㈱サイバーエージェント、日本ファルコム㈱、㈱トーセ、㈱フロ

ム・ソフトウェア、ポノス㈱ 

（就職指導内容）キャリアデザイン、就職ガイダンス、企業研究、就職研究、面接指導

など 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

日本ゲーム大賞アマチュア部門 優秀賞、第 14回 UE4ぷちコン 審査員賞 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

 

 



  

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

263 人 15人  5.7％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、学業不振、病気療養など 

（中退防止・中退者支援のための取組）個別面談、保護者との連携、学費援助制度の

導入、臨床心理士カウンセリング 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 
ＣＧスペシャリスト 

学科 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 

 

 

昼 
2700 

単位時間／単位 

1170 

単位時間

/単位 

1800 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

2970単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

105人 149人 1人 4人 2 人 6人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）トライデント全校共通の教育理念のもと策定された本校の教育目標、教育方

針に基づき、全学科、学科主任・常勤講師を中心に、業界ニーズを反映したカリキュ

ラムの立案・編成に取り組んでいる。まずカリキュラム編成の大綱と具体的な方針を

決定したあと、各授業担当講師と協議し成案を得たうえで、授業計画に落とし具体的

授業展開に至るプロセスとしている。なお、職業実践専門課程認可学科においては、

教育課程編成委員会における企業・団体等の意見を取り入れ、実務観点を尊重したカ

リキュラム編成と授業計画への反映を重視している。また、学科・専攻の共通科目に

ついては学科間で協議し、履修内容を調整し編成に組み込んでいる。 

成績評価の基準・方法 

（概要）学生成績評価に関しては、教務内で評価・認定の基準・指針を制定し、厳格

に実施している。科目ごとに定期試験結果・授業中における小テスト結果・授業態度・

出席状況・提出課題により総合的に評価している。評価は A・B・C・F の４段階で

表示し、F は不可を意味する。成績結果は、学生へ年２回通知している。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）授業に出席していれば、進級・卒業できるという訳ではない。提出課題、

単位認定にふさわしい授業態度などの評価で単位が認定され、進級・卒業の条件を満

たすことができる。 

3. 進級条件 

当年次に 900時間（30単位）以上取得して、進級判定会議で承認されること。 

4. 卒業条件 

当年次に 900時間（30単位）以上取得して、卒業判定会議で承認されること。 

学修支援等 



  

（概要）教育システムとして、①キャリアステップ・カリキュラム：社会人としての

基本を学ぶ「ベーシックプログラム」、現場のニーズに応える能力を習得する「専門

科目/基礎講座」、実践的な授業でビジネスの現場を体感する「専門科目/応用・実践

講座」、②個別サポートシステム：担任と相談しながら目標の設定や学習計画を立て、

目標設定を目指す「パーソナル・プランニング」、進捗状況を確認しながらステップ

アップできるように「個別学習サポート」、担任・講師・スタッフが希望業界までナ

ビゲートする「個別就職・資格取得サポート」の２つを柱に学習ＰＤＣＡを実行して

いる。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 45人 

（87.2％） 

0人 

（  0％） 

34人 

（  75.6％） 

11人 

（  24.4％） 

（主な就職、業界等）任天堂㈱、㈱フロム・ソフトウェア、㈱カプコン、㈱スクウェア・

エニックス、㈱マーベラス 

（就職指導内容）キャリアデザイン、就職ガイダンス、企業研究、就職研究、面接指導

など 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

KLab Creative Fes'20 グランプリ、ASIAGRAPH 2020動画(社会人)作品公募部門 入選 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

151  人 10人  6.6％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、病気療養 

（中退防止・中退者支援のための取組）個別面談、保護者との連携、学費援助制度の

導入、臨床心理士カウンセリング 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 
サイバーセキュリテ

ィ学科 
 〇 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

4年 

 

 

昼 
3600 

単位時間／単位 

750 

単位時間

/単位 

3210 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

3960単位時間／単位 



  

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80人 112人 0人 3人 3 人 6人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）トライデント全校共通の教育理念のもと策定された本校の教育目標、教育方

針に基づき、全学科、学科主任・常勤講師を中心に、業界ニーズを反映したカリキュ

ラムの立案・編成に取り組んでいる。まずカリキュラム編成の大綱と具体的な方針を

決定したあと、各授業担当講師と協議し成案を得たうえで、授業計画に落とし具体的

授業展開に至るプロセスとしている。なお、職業実践専門課程認可学科においては、

教育課程編成委員会における企業・団体等の意見を取り入れ、実務観点を尊重したカ

リキュラム編成と授業計画への反映を重視している。また、学科・専攻の共通科目に

ついては学科間で協議し、履修内容を調整し編成に組み込んでいる。 

成績評価の基準・方法 

（概要）学生成績評価に関しては、教務内で評価・認定の基準・指針を制定し、厳格

に実施している。科目ごとに定期試験結果・授業中における小テスト結果・授業態度・

出席状況・提出課題により総合的に評価している。評価は A・B・C・F の４段階で

表示し、F は不可を意味する。成績結果は、学生へ年２回通知している。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）授業に出席していれば、進級・卒業できるという訳ではない。提出課題、

単位認定にふさわしい授業態度などの評価で単位が認定され、進級・卒業の条件を満

たすことができる。 

5. 進級条件 

当年次に 900時間（30単位）以上取得して、進級判定会議で承認されること。 

6. 卒業条件 

当年次に 900時間（30単位）以上取得して、卒業判定会議で承認されること。 

学修支援等 

（概要）教育システムとして、①キャリアステップ・カリキュラム：社会人としての

基本を学ぶ「ベーシックプログラム」、現場のニーズに応える能力を習得する「専門

科目/基礎講座」、実践的な授業でビジネスの現場を体感する「専門科目/応用・実践

講座」、②個別サポートシステム：担任と相談しながら目標の設定や学習計画を立て、

目標設定を目指す「パーソナル・プランニング」、進捗状況を確認しながらステップ

アップできるように「個別学習サポート」、担任・講師・スタッフが希望業界までナ

ビゲートする「個別就職・資格取得サポート」の２つを柱に学習ＰＤＣＡを実行して

いる。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 22人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

20人 

（  90.9％） 

2人 

（  9.1％） 

（主な就職、業界等）㈱中電シーティーアイ、㈱システナ、ニュートラル㈱、アイレッ

ト㈱、日本情報産業㈱他 

（就職指導内容）キャリアデザイン、就職ガイダンス、企業研究、就職研究、面接指導

など 

 



  

（主な学修成果（資格・検定等） 

（コンテスト） 

彩の国さいたまＩＣＴコンテスト 2020プログラミング部門（最優秀賞） 

U-22プログラミングコンテスト 2020事前審査結果（ノミネート） 

第４回専門学校ＨＴＭＬ５作品アワード（技術賞，入賞） 

第 20回東三河ビジネスプランコンテスト，特別賞 

（資格） 

基本情報技術者試験，応用情報技術者試験，情報処理安全確保支援士試験，情報セキュ

リティマネジメント試験，ＩＴパスポート試験 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

105 人 1人  1％ 

（中途退学の主な理由） 

学業不振 

（中退防止・中退者支援のための取組）個別面談、保護者との連携、学費援助制度の

導入、臨床心理士カウンセリング 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 高度情報学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 

 

 

昼 
2700 

単位時間／単位 

660 

単位時間

/単位 

2310 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

2970単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

105人 189人 4人 4人 3 人 7人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）トライデント全校共通の教育理念のもと策定された本校の教育目標、教育方

針に基づき、全学科、学科主任・常勤講師を中心に、業界ニーズを反映したカリキュ

ラムの立案・編成に取り組んでいる。まずカリキュラム編成の大綱と具体的な方針を

決定したあと、各授業担当講師と協議し成案を得たうえで、授業計画に落とし具体的

授業展開に至るプロセスとしている。なお、職業実践専門課程認可学科においては、

教育課程編成委員会における企業・団体等の意見を取り入れ、実務観点を尊重したカ

リキュラム編成と授業計画への反映を重視している。また、学科・専攻の共通科目に

ついては学科間で協議し、履修内容を調整し編成に組み込んでいる。 

成績評価の基準・方法 



  

（概要）学生成績評価に関しては、教務内で評価・認定の基準・指針を制定し、厳格

に実施している。科目ごとに定期試験結果・授業中における小テスト結果・授業態度・

出席状況・提出課題により総合的に評価している。評価は A・B・C・F の４段階で

表示し、F は不可を意味する。成績結果は、学生へ年２回通知している。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）授業に出席していれば、進級・卒業できるという訳ではない。提出課題、

単位認定にふさわしい授業態度などの評価で単位が認定され、進級・卒業の条件を満

たすことができる。 

7. 進級条件 

当年次に 900時間（30単位）以上取得して、進級判定会議で承認されること。 

8. 卒業条件 

当年次に 900時間（30単位）以上取得して、卒業判定会議で承認されること。 

学修支援等 

（概要）教育システムとして、①キャリアステップ・カリキュラム：社会人としての

基本を学ぶ「ベーシックプログラム」、現場のニーズに応える能力を習得する「専門

科目/基礎講座」、実践的な授業でビジネスの現場を体感する「専門科目/応用・実践

講座」、②個別サポートシステム：担任と相談しながら目標の設定や学習計画を立て、

目標設定を目指す「パーソナル・プランニング」、進捗状況を確認しながらステップ

アップできるように「個別学習サポート」、担任・講師・スタッフが希望業界までナ

ビゲートする「個別就職・資格取得サポート」の２つを柱に学習ＰＤＣＡを実行して

いる。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 35人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

35人 

（  100％） 

0人 

（  0％） 

（主な就職、業界等）㈱LIXIL、㈱ジェイアールシステム・エンジニアリング、日本アイ・

ビー・エムデジタルサービス㈱、㈱中電シーティーアイ、㈱ジャステック他 

（就職指導内容）キャリアデザイン、就職ガイダンス、企業研究、就職研究、面接指導

など 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

（コンテスト） 

彩の国さいたまＩＣＴコンテスト 2020（プログラミング部門 優秀賞，さいたま商工会

議所会頭賞） 

U-22プログラミングコンテスト 2020事前審査結果（ノミネート） 

第４回専門学校ＨＴＭＬ５作品アワード（入賞） 

i-Bank ビジネスプランコンテスト（優秀賞） 

（資格） 

基本情報技術者試験，応用情報技術者試験，情報セキュリティマネジメント試験，ＩＴ

パスポート試験 

（備考）（任意記載事項） 

 

 



  

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

168  人 1人  0.6％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組）個別面談、保護者との連携、学費援助制度の

導入、臨床心理士カウンセリング 

 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 情報処理学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

 

 

昼 
1800 

単位時間／単位 

600 

単位時間

/単位 

1380 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1980単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

70人 57人 1人 3人 3 人 6人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）トライデント全校共通の教育理念のもと策定された本校の教育目標、教育方

針に基づき、全学科、学科主任・常勤講師を中心に、業界ニーズを反映したカリキュ

ラムの立案・編成に取り組んでいる。まずカリキュラム編成の大綱と具体的な方針を

決定したあと、各授業担当講師と協議し成案を得たうえで、授業計画に落とし具体的

授業展開に至るプロセスとしている。なお、職業実践専門課程認可学科においては、

教育課程編成委員会における企業・団体等の意見を取り入れ、実務観点を尊重したカ

リキュラム編成と授業計画への反映を重視している。また、学科・専攻の共通科目に

ついては学科間で協議し、履修内容を調整し編成に組み込んでいる。 

成績評価の基準・方法 

（概要）学生成績評価に関しては、教務内で評価・認定の基準・指針を制定し、厳格

に実施している。科目ごとに定期試験結果・授業中における小テスト結果・授業態度・

出席状況・提出課題により総合的に評価している。評価は A・B・C・F の４段階で

表示し、F は不可を意味する。成績結果は、学生へ年２回通知している。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）授業に出席していれば、進級・卒業できるという訳ではない。提出課題、

単位認定にふさわしい授業態度などの評価で単位が認定され、進級・卒業の条件を満

たすことができる。 

9. 進級条件 

当年次に 900時間（30単位）以上取得して、進級判定会議で承認されること。 

10. 卒業条件 

当年次に 900時間（30単位）以上取得して、卒業判定会議で承認されること。 

学修支援等 



  

（概要）教育システムとして、①キャリアステップ・カリキュラム：社会人としての

基本を学ぶ「ベーシックプログラム」、現場のニーズに応える能力を習得する「専門

科目/基礎講座」、実践的な授業でビジネスの現場を体感する「専門科目/応用・実践

講座」、②個別サポートシステム：担任と相談しながら目標の設定や学習計画を立て、

目標設定を目指す「パーソナル・プランニング」、進捗状況を確認しながらステップ

アップできるように「個別学習サポート」、担任・講師・スタッフが希望業界までナ

ビゲートする「個別就職・資格取得サポート」の２つを柱に学習ＰＤＣＡを実行して

いる。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 24人 

（95.8％） 

0人 

（  0％） 

23人 

（95.8％） 

1人 

（  4.2％） 

（主な就職、業界等）㈱システナ、富士ソフト㈱、Sky㈱、TISソリューションリンク㈱、

東海ソフト㈱他 

（就職指導内容）キャリアデザイン、就職ガイダンス、企業研究、就職研究、面接指導

など 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

基本情報技術者試験，ＩＴパスポート試験 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 54人 3人  5.6％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組）個別面談、保護者との連携、学費援助制度の

導入、臨床心理士カウンセリング 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 
情報キャリアプロ学

科 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

 

 

昼 
1800 

単位時間／単位 

600 

単位時間

/単位 

1380 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1980単位時間／単位 



  

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

70人 5人 0人 3人 3 人 6人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）トライデント全校共通の教育理念のもと策定された本校の教育目標、教育方

針に基づき、全学科、学科主任・常勤講師を中心に、業界ニーズを反映したカリキュ

ラムの立案・編成に取り組んでいる。まずカリキュラム編成の大綱と具体的な方針を

決定したあと、各授業担当講師と協議し成案を得たうえで、授業計画に落とし具体的

授業展開に至るプロセスとしている。なお、職業実践専門課程認可学科においては、

教育課程編成委員会における企業・団体等の意見を取り入れ、実務観点を尊重したカ

リキュラム編成と授業計画への反映を重視している。また、学科・専攻の共通科目に

ついては学科間で協議し、履修内容を調整し編成に組み込んでいる。 

成績評価の基準・方法 

（概要）学生成績評価に関しては、教務内で評価・認定の基準・指針を制定し、厳格

に実施している。科目ごとに定期試験結果・授業中における小テスト結果・授業態度・

出席状況・提出課題により総合的に評価している。評価は A・B・C・F の４段階で

表示し、F は不可を意味する。成績結果は、学生へ年２回通知している。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）授業に出席していれば、進級・卒業できるという訳ではない。提出課題、

単位認定にふさわしい授業態度などの評価で単位が認定され、進級・卒業の条件を満

たすことができる。 

11. 進級条件 

当年次に 900時間（30単位）以上取得して、進級判定会議で承認されること。 

12. 卒業条件 

当年次に 900時間（30単位）以上取得して、卒業判定会議で承認されること。 

学修支援等 

（概要）教育システムとして、①キャリアステップ・カリキュラム：社会人としての

基本を学ぶ「ベーシックプログラム」、現場のニーズに応える能力を習得する「専門

科目/基礎講座」、実践的な授業でビジネスの現場を体感する「専門科目/応用・実践

講座」、②個別サポートシステム：担任と相談しながら目標の設定や学習計画を立て、

目標設定を目指す「パーソナル・プランニング」、進捗状況を確認しながらステップ

アップできるように「個別学習サポート」、担任・講師・スタッフが希望業界までナ

ビゲートする「個別就職・資格取得サポート」の２つを柱に学習ＰＤＣＡを実行して

いる。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 4人 

（100％） 

0人 

（  ％） 

4人 

（  ％） 

0人 

（  ％） 

（主な就職、業界等）TISソリューションリンク㈱、㈱アミッド情報企画、㈱ラクール、

㈱ビーネックスソリューションズ 

（就職指導内容）キャリアデザイン、就職ガイダンス、企業研究、就職研究、面接指導

など 

 



  

（主な学修成果（資格・検定等）） 

i-Bank ビジネスプランコンテスト（優秀賞） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 7 人 1人  14％ 

（中途退学の主な理由） 

病気療養のため 

（中退防止・中退者支援のための取組）個別面談、保護者との連携、学費援助制度の

導入、臨床心理士カウンセリング 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 Webデザイン学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 

 

 

昼 
1800 

単位時間／単位 

420 

単位時間

/単位 

1560 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1980単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

105人 273人 人 3人 1 人 4人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）トライデント全校共通の教育理念のもと策定された本校の教育目標、教育方

針に基づき、全学科、学科主任・常勤講師を中心に、業界ニーズを反映したカリキュ

ラムの立案・編成に取り組んでいる。まずカリキュラム編成の大綱と具体的な方針を

決定したあと、各授業担当講師と協議し成案を得たうえで、授業計画に落とし具体的

授業展開に至るプロセスとしている。なお、職業実践専門課程認可学科においては、

教育課程編成委員会における企業・団体等の意見を取り入れ、実務観点を尊重したカ

リキュラム編成と授業計画への反映を重視している。また、学科・専攻の共通科目に

ついては学科間で協議し、履修内容を調整し編成に組み込んでいる。 

成績評価の基準・方法 

（概要）学生成績評価に関しては、教務内で評価・認定の基準・指針を制定し、厳格

に実施している。科目ごとに定期試験結果・授業中における小テスト結果・授業態度・

出席状況・提出課題により総合的に評価している。評価は A・B・C・F の４段階で

表示し、F は不可を意味する。成績結果は、学生へ年２回通知している。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）授業に出席していれば、進級・卒業できるという訳ではない。提出課題、

単位認定にふさわしい授業態度などの評価で単位が認定され、進級・卒業の条件を満

たすことができる。 

13. 進級条件 



  

当年次に 900時間（30単位）以上取得して、進級判定会議で承認されること。 

14. 卒業条件 

当年次に 900時間（30単位）以上取得して、卒業判定会議で承認されること。 

学修支援等 

（概要）教育システムとして、①キャリアステップ・カリキュラム：社会人としての

基本を学ぶ「ベーシックプログラム」、現場のニーズに応える能力を習得する「専門

科目/基礎講座」、実践的な授業でビジネスの現場を体感する「専門科目/応用・実践

講座」、②個別サポートシステム：担任と相談しながら目標の設定や学習計画を立て、

目標設定を目指す「パーソナル・プランニング」、進捗状況を確認しながらステップ

アップできるように「個別学習サポート」、担任・講師・スタッフが希望業界までナ

ビゲートする「個別就職・資格取得サポート」の２つを柱に学習ＰＤＣＡを実行して

いる。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 17人 

（100％） 

0人 

（  ％） 

15人 

（88.2％） 

2人 

（11.8％） 

（主な就職、業界等）㈱アルタ、㈱イークリエイト、㈱カークスヴィル、エイトビー㈱、

ウサくま㈲ 

（就職指導内容）キャリアデザイン、就職ガイダンス、企業研究、就職研究、面接指導

など 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

信州未来アプリコンテスト０ NTTドコモ長野支店長賞、専門学校 HTML5 アワード 受賞 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  44人 5人  11％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組）個別面談、保護者との連携、学費援助制度の

導入、臨床心理士カウンセリング 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 ＣＡＤ学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 



  

2年 

 

 

昼 
1800 

単位時間／単位 

450 

単位時間

/単位 

1530 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1980単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

70人 45人 1人 3人 1 人 4人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）トライデント全校共通の教育理念のもと策定された本校の教育目標、教育方

針に基づき、全学科、学科主任・常勤講師を中心に、業界ニーズを反映したカリキュ

ラムの立案・編成に取り組んでいる。まずカリキュラム編成の大綱と具体的な方針を

決定したあと、各授業担当講師と協議し成案を得たうえで、授業計画に落とし具体的

授業展開に至るプロセスとしている。なお、職業実践専門課程認可学科においては、

教育課程編成委員会における企業・団体等の意見を取り入れ、実務観点を尊重したカ

リキュラム編成と授業計画への反映を重視している。また、学科・専攻の共通科目に

ついては学科間で協議し、履修内容を調整し編成に組み込んでいる。 

成績評価の基準・方法 

（概要）学生成績評価に関しては、教務内で評価・認定の基準・指針を制定し、厳格

に実施している。科目ごとに定期試験結果・授業中における小テスト結果・授業態度・

出席状況・提出課題により総合的に評価している。評価は A・B・C・F の４段階で

表示し、F は不可を意味する。成績結果は、学生へ年２回通知している。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）授業に出席していれば、進級・卒業できるという訳ではない。提出課題、

単位認定にふさわしい授業態度などの評価で単位が認定され、進級・卒業の条件を満

たすことができる。 

15. 進級条件 

当年次に 900時間（30単位）以上取得して、進級判定会議で承認されること。 

16. 卒業条件 

当年次に 900時間（30単位）以上取得して、卒業判定会議で承認されること。 

学修支援等 

（概要）教育システムとして、①キャリアステップ・カリキュラム：社会人としての

基本を学ぶ「ベーシックプログラム」、現場のニーズに応える能力を習得する「専門

科目/基礎講座」、実践的な授業でビジネスの現場を体感する「専門科目/応用・実践

講座」、②個別サポートシステム：担任と相談しながら目標の設定や学習計画を立て、

目標設定を目指す「パーソナル・プランニング」、進捗状況を確認しながらステップ

アップできるように「個別学習サポート」、担任・講師・スタッフが希望業界までナ

ビゲートする「個別就職・資格取得サポート」の２つを柱に学習ＰＤＣＡを実行して

いる。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 18人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

18人 

（  100％） 

0人 

（  0％） 

（主な就職、業界等）（株）ＬＩＸＩＬ、住友電装（株）、三井金属鉱業㈱、㈱マキタ、

三和タジマ㈱他 



  

（就職指導内容）キャリアデザイン、就職ガイダンス、企業研究、就職研究、面接指導

など 

 

（主な学修成果（資格・検定等））2次元 CAD利用技術者試験 2級、2次元 CAD利用技術

者試験 1級（機械）、3次元 CAD利用技術者準 1級 

 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 43 人 3人  7％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組）個別面談、保護者との連携、学費援助制度の

導入、臨床心理士カウンセリング 

 

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 

備考（任意記載事

項） 

ゲームサイエンス学科 200,000円 830,000円 410,000円 施設・設備費・実習費 

CGスペシャリスト学科  200,000円 830,000円 410,000円 施設・設備費・実習費 

Webデザイン学科 200,000円 830,000円 410,000円 施設・設備費・実習費 

CAD学科 200,000円 830,000円 410,000円 施設・設備費・実習費 

サイバーセキュリティ学科 200,000円 900,000円 350,000円 施設・設備費・実習費 

高度情報学科 200,000円 780,000円 330,000円 施設・設備費・実習費 

情報処理学科 200,000円 780,000円 330,000円 施設・設備費・実習費 

情報キャリアプロ学科 200,000円 780,000円 330,000円 施設・設備費・実習費 

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

ホームページにて公開 

https://computer.trident.ac.jp/introduction/school_more/ 

学校公開資料・職業実践専門課程 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

https://computer.trident.ac.jp/introduction/school_more/


  

校長直属の委員会として学校関係者評価委員会を設置し、「学校自己点検・評価報告

書」および「授業科目等の概要」を中心に学校に対する外部評価を実施する。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

鈴木 貴宏   

株式会社ハ・ン・ド   

平成 31 年 4 月 1 日～

令和 2年 3月 31日（１

年） 

企業等委員 

鈴木 敬 

株式会社プリアップパートナーズ  

平成 31 年 4 月 1 日～

令和 2年 3月 31日（１

年） 

企業等委員 

山本 一憲 

株式会社アテナシステムズ 

平成 31 年 4 月 1 日～

令和 2年 3月 31日（１

年） 

企業等委員 

篠原 たかこ 

公益財団法人画像情報教育振興協会 

平成 31 年 4 月 1 日～

令和 2年 3月 31日（１

年） 

業界・職能団体 

高野 正義 

NPO法人キャリアアップセンター 

平成 31 年 4 月 1 日～

令和 2年 3月 31日（１

年） 

業界・職能団体 

見田 智之 

愛知県春日井商業高等学校 

平成 31 年 4 月 1 日～

令和 2年 3月 31日（１

年） 

高校教諭 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://computer.trident.ac.jp/introduction/school_more/ 

学校公開資料・職業実践専門課程 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://computer.trident.ac.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

（別紙） 
 
※この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。 
 
※以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が 1人以上 10人以下の

場合には、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が 0 人の場合には、「0 人」と

記載すること。 
 

学校名 トライデントコンピュータ専門学校 

設置者名 学校法人 河合塾学園 

 

 

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数 

 
 

 前半期 後半期 年間 

支援対象者（家計急変

による者を除く） 
103人 94人 105人 

内 

訳 

第Ⅰ区分 62人 52人  

第Ⅱ区分 26人 28人  

第Ⅲ区分 15人 14人  

家計急変による 

支援対象者（年間） 
  1人 

合計（年間）   106人 

（備考） 

 

 

 

※本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学

の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、

第３号に掲げる区分をいう。 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨

学生認定の取消しを受けた者の数 

 

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受け

たことにより認定の取消しを受けた者の数 

 

年間 0人 

 

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当し

たことにより認定の取消しを受けた者の数 
 



  

 

 

右以外の大学等 

短期大学（修業年限が２年のものに

限り、認定専攻科を含む。）、高等

専門学校（認定専攻科を含む。）及

び専門学校（修業年限が２年以下の

ものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修業年限で卒業又は修了 

できないことが確定 
0人 人 人 

修得単位数が標準単位数

の５割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の５割以下） 

0人 人 人 

出席率が５割以下その他 

学修意欲が著しく低い状況 
0人 人 人 

「警告」の区分に 

連続して該当 
0人 人 人 

計 0人 人 人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、

当該学業成績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得な

い事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数 

右以外の大学等 
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を

含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専

門学校（修業年限が２年以下のものに限る。） 

年間 0人 前半期 人 後半期 人 

 

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）

の処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数 

 
 

退学 6人 

３月以上の停学 0人 

年間計 6人 



  

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給

付奨学生認定の効力の停止を受けた者の数 

 

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより

認定の効力の停止を受けた者の数 
 

３月未満の停学 0人 

訓告 0人 

年間計 0人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数 
 

 

 

右以外の大学

等 

短期大学（修業年限が２年のもの

に限り、認定専攻科を含む。）、

高等専門学校（認定専攻科を含

む。）及び専門学校（修業年限が

２年以下のものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修得単位数が標準単位数

の６割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の６割以下） 

0人 人 人 

ＧＰＡ等が下位４分の１ 19人 人 人 

出席率が８割以下その他 

学修意欲が低い状況 
0人 人 人 

計 19人 人 人 



  

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
備考 この用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とする。 


